
今月の読み物

〈新木場〉気になるスポット 
スタジオピア探訪記

6 班　大興商事株式会社　岩本眞吾
愛三木材株式会社　名倉直利

　新木場 3丁目の海に面したバス通りを走っていると目に飛び込んでくる白亜の建物。ここはCM撮影

などで使われているスタジオだそうで、気になったので東陽町にある本社を（社長のお知り合いの）1班

の馬田さん（三幸林産株式会社）と共に訪ねインタビューしてまいりました。

　本社の中に入ると、すぐに数名のデスクや電話があ

り、普通の事務所？がありました。しかし人の気配が

なく、なんか変だ？と思っていたのですが帰りがけに

教えくれました。実際ドラマなどで使われている事務

所のセットなんだそうです。

　ここだけではなく面白いことにビル中が撮影場所に

なっていました。

　応接室にてインタビュー開始。

　社長の持地弘美さんは元々スタイリスト、綺麗で意

欲がありとても聡明な方でした。

　ある日ドラマやCMのスタッフが撮影現場の手配に

困っているのを目の当たりにし、ひらめく。それまで

の撮影は体育館などにセットを組んだり定休日のモデ

ルルームを借りることなどが主流で、そこで持地社長

は一戸建てを使って日常の光景をそのまま撮影できる

「ハウススタジオ」をつくる。

　そして今ではその道の先駆者。

　当初、始められたのは駅近のマンション。

　そこでは苦労もあったとか。

　撮影が深夜になることも多々、そこに大勢の関係者が出入りし＋音響や照明なども相まり近隣より苦

情が絶えなかったとのこと。

　終いには管理組合から出て行ってほしい、と言われたとおっしゃってました。

サラ金等の事務所に使われる本社1F



　成功の陰には失敗はつきものなのでしょうか、しかしそんなことでは社長はあきらめません。

　そこで社長は住宅地の一軒家に目を付ける。

　しかし一軒家でも音がでれば気になるし深夜ともなればなどやはり制限もある。

　そんな時にある方の紹介で新木場を知る。

　台場が見えて水辺のロケーション、住宅地ではないので深夜まで気兼ねなく撮影ができる、一目で大

変気に入られたとのこと。

　これが業界を騒然とさせオープン当初から引く手あまたのスタジオになったとおっしゃっておりまし

た。

　お話を聞いていて、特に私たち材木屋が見る【普通の新木場】が

【普通ではない景色】なんだ、と驚きました。確かにゲートブリッ

ジが見事に見え、大きなヘリポート、広大な貯木場がある場所な

んてありませんよね、しかもそれが都内にあるんですからね。

　もしかしたら着眼点を変えるというのが成功の秘訣なのかもし

れません。

　とても勉強になりました。

　写真の通り基本撮影用の建物なので冷暖房、浴室、トイレ、キッ

チンなど機能しないかと思いきや、全部普通に使え普通に住めま

すよ、とのこと。撮影で訪れたある大物芸能人から譲ってくれな

いか？と言われたほど家具や置物など細部にもこだわった造りで

お断りしたそうですが惹かれるのもわかります。

　今では新木場辰巳地区に 5棟あり、建物それぞれの特色が違い、撮影用途に応じて様々な使い方をさ

れているそうです。どの建物も一見の価値ありです。

　さらに新木場 2丁目に新しいスタジオがオープンするそうで、どんな魅力的な建物なのかとても楽し

みです。

新木場 3丁目から望む風景



男子ごはん撮影に使用されている新木場のBayside



　たくさん使われてるらしいので今後、ドラマの見方

が少し変わりそうな気さえしました。

　そのうち「あ、ここ！」ってなる予感がします。

　尋ねる前は女性敏腕社長なので気難しい方なのかな

と思っていたのですが決してそんなことはなく終始、

話は楽しく気さくで人を引き付ける方でした。

　「この間佐々木蔵之介さんがいらしたんです。実物拝

見したらカッコ良かったの！」

と、ときめいておられましたしね（笑）

　もっとたくさんお話を伺ったのですが企業秘密もあ

り、釘を刺されたら木は身動きできない、ということ

で記事を終えます。

　いろいろとお話を聴けて役得でした。

　持地社長にこの場をお借りして御礼申し上げます。

また、同社の薬丸様にはデータのやり取り等大変お世

話になりました。有難うございました。

スタジオが立ち並ぶ新木場 3丁目　右側は去る 8月26日
タモリ倶楽部　サマーもちキャンペーンの回で使用

佐々木蔵之介さんが出入りした
スタジオピアさん本社正面玄関


